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1

十

八

世

紀

末

英

國

が

ナ

ポ

レ

ォ

ン

戦

0

の

爲
め
に
.
蒙

れ

る

財

政

上

の

1 8
追

に

堪

へ

す

、
英
蘭 

銀

行

に

就

て

俏

入

金

を

求

む

.

S

こ
.
と
の
過
大

.
な

り

し

結

：果

、英

蘭

銀

：

.
行

'
を

し

て

正

貨

：の

支

拂

を
 

餅

'̂
t

I

む

る

能

は

中

政

府

と

英

蘭

銀

行

と

據

議

.
'0.
上
、千

.̂
'百
九

十

七

年

$

、月

三

日

^

以

て

. 

■

英

II
銀

行

正

貨

支

挪

制

限

：

法

な

な

も

の

制

定

せ

ら

れ

、
英

.

._

寒

行

.
は
.余

額

1
:1

+

一

志

以

下

の

支

挪

第
十

5
 

(

一)

諭

說

菜

國

兌

換

制

度

の

將

來
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笫

十

一

卷

0

0

論

說

1

,英
國
兌
換
制
度
の
將
來 

笫
i 

，
ニ

を

餘

き

、
«

て
正
貨
の
支
挪
を
行
は
ざ
る
こ
と

S

爲
れ
V

P

O

此
法
律
似
當
初
同
年
六
月
ニ
十
：四：
 

日
ま
で
施
行
レ
其
後
.廢
止

せ

ら

.る

、

の

豫
：定
な
り
じ
が
、當
の
事
情
ゆ

*

定

.
Q
#

晝
0

'實
行 

.

せ
ら
る
、
を
許
さ
：ず
、

»

に
千
七
宵
九
十
九
年
を
以
て
、曩
に
靡

.

急
0

.手
段
と
し
て
發
行
せ
ら
れ 

.

た
る
額
面

1

破
幷
に
ニ
破
の
銀
行
紙

«

に
僞
造
の
盛

.

：に
：
行

は

る

、

：爲
^

反
同
年

1

月
以
來
右

. 

:

兩
_

.

の
紙
幣
に
し
て
、千
七
亩
九

+

八
年
七
月
以
前

"

0

ロ
'

付
を
有
す
る
：も

.

の
.

に：限

V

、正
貨
を
以 

て
其
引
換
を
行
ひ
た
る
に
止
ま
り
、千
八
瓦
ニ
年
工
ミ
エ
ン
平
和
條
_約
の
締
結
せ
ら
れ
た
る
に 

拘
は
ら
ず
、英
蘭
舉
行
の
正
貨
支
挪
制
限
.は
千
八

百

'三
年
三
月
一
：
日
ま
で
延
長

せ

ら

れ
、其
後
苒
I 

度
の
戰
爭
の
越
る
に
及
ん
で
ぜ
貨
支
拂
の
，復
典
；

：

は
殆
ど
無
期
延
長
の
姿
と
爲
り
、現
に
千
八
西 

六
年
に
は
政
府
は
千
八
西
キ
英
蘭
銀
行
特
許
權
繼
鑛
ぶ
際
し
、借

.

入
.れ
た
る
ー
ニ
百
萬
磅
の
資
金 

の
返
濟
期
限
に
當
れ
る
に
拘
は
ら
ず
、其
延
期
を
英
蘭

0
行
に
求
め
、平
.和
條
約
調
印
後
‘六
箇
月 

以
內
に
返

.

濟
す
る
に
至
れ
；

C
S
O

政
府
既
に
英
蘭
銀
行
に
對
す

.

る
借
.

入
金
を

« -

還
す
る
能
は
/ず 

と
す
れ
ば
、英

0

攀
行
が
正
貨
支

*

の
復
興
を
籽
は
ざ
る
も
亦
已

.

む
を
#

ざ
.

る
所
な

b

と
す
可 

し
。斯

る
狀
况
の
下
に
、銀
行
紙
幣
の
流
通

_

格
の
低
落
す

.

る
.

'

は
、事
情

0

'

:

免
か
れ
難
き

.

所
な
り

0

英
國
の
造

.

幣
規
.

則
に
於
て
は
、標
準
金
地
金
一
ォ
ン
ス
の
價
格
は
三
破
十
七
志
十
片
半

.

な
る
に
、
 

千
八

n

九
年
に
於
て
は
、®
破
九
志

乃

至

十

一

一

志

の

高

き

に

.

幸

.れ
5

,

0是
れ
即
ち
紙

«

流
®

價 

格
の
低
落
を
示
す

も
の
と

す
可
し
。

然

も

當
時
之
を
以
て
紙
傲
の
增
發

に
_

る
も
の
と
し
て 

英
ff

銀
行
に
攻
擊
を
刘
ふ
る
の
資
料
と
す
る

者

あ
る
と
共

に
、
一
方
に
は

11

#
に
基
く
金
の

-# 

出
を
以
て
、其
原
因
な
り
と
し
、又

.

是
等
以
外
、

の

原
囲
に

.

胚
胎
：
し
，自
然
に
調
節
せ

&
る
可
き

こ

と
 

を
說
ず
る
潜
あ
り
て
、議
論
に
統
一
を
缺

く
こ
と

著
し
き

も
の

あ
k
y
.きo

lr
*

が
紙
幣
流
通
賀 

格
の
低
落
を
以
て
紙
幣
の
爾
發
に

*
る

も
の

と
す
る

は
、正

當
0

解
釋

と
認
む

る
を

得
べ

し
と 

1-
も

1:
1:

論
^

を
^

め
て
-»
-
|

夾
辟
銀
行
に
攻
擊
を
如
.ふ
る

の
.

資
料
.，と

す

る
は
、可

Ĵ
y

 

h
y 

L
C 

す
る
0B

は
t'
o

蓋
し
英
贩
象

^

は
政
府
に
資
金
の
副
通
を
求
め
ら
る
、
や
、最
も
强
硬
な
る
態
度
を
持 

し
、ビ
ツ
ト
を
し
て
英
蘭
銀
行
女

|1
_

に
操
縱
す
る
こ
と
の
困
難
を
嘆
，せ
し
め
た
る
や
、一
洱
に 

Jh
i

ら
ず
、十
央
銀
行
を
し
て
政
府
に
對
し
て
獨
立
の
埤
位
に
居
ら
し
め
て
^

め
に
兌
換
翻
度 

を
.

挪
譃
し
、又
其
運
用
を
停
止
し
た
る
後
に
於
て
も
、尙
ほ
不
換
紙
幣
の
流
®
に
伸
ぅ
弊
害
を
或 

る
程
度
に
局
阪
す
る
を

#

る
の
辦
實
を
示
す
も
の
少
な

’

ら
ざ
り
し
を
以
て
な

b

o

 (

此
般
の 

斟
實
は

-

ジ
ョ
ン
、フ
ラ
ン
シ
ス
英
蘭
銀
行
史
第
三
版
第
一
您
第
十
四
章
に
明
な
り

)
O

斯
る
議
論 

第
十一

继

(

三)

論

說

英

1

換
制
度
の
將
來
 

第】

號 

三
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(

四)

諭
眺
英
國
兌
換
制
度

0

將來
 

第一
㈱

，
四

0

騷
然
た
る
間
に

«1

織
せ
ら
れ
た
る
は
、即
ち
有
名
な

4

地
.

金

委

；員

會

に

.
し

て

、同

.委

員

會
は
其 

報
：吿
書
に
於
て
.、現
時
に
於

.

け
る
、

紙
幣
の
流
通

.

高
は
：過
：剩
の
：

.

程
.

取
に
居
り
、其
過
剩
な
る

.

は
、地
金 

價
格
の
昂
騰
#
に
大
憷
爲

«

の
低
廉
に
依
て
證
明
せ
ら
る
、
こ
と

.

此
過
剩
は
英
蘭
，銀
：行
の
紙 

«
發
行
に
對
し
て
加
へ
ら
•る
可
き
®
督
の
缺
け
た
る
結
果
に
し
て

]£

貨
支
.挪
の
嚀
丘
に
依
て
、
 

自
然
眞
實
の
盤
督
を
除
却
し
た
る

は
、弊
害
0

极
本
な
る
こ
と
-通
貨
は
賢
明
な
る

ff
l

-'賓

L
C

兩
立 

す
る
速
度
を
以
て
、銀
行
紙
幣
所
有
者
の
任
意
に
依
て
正
貨
を
以
て
支
#
は
る

、
當
初
の
原
則 

に
復
舊
せ
ら
る
可
き
こ
と
の
諸
點
を
擧
げ
、

I

方
に
疋
貨
の
支
拂

'

停
止
4-
»

、英
蘭
銀
行
の
貸
#
割 

引
に
强
制
爲
制
限

.

を
加
へ
、或
は
英
蘭
銀
行

の
配
當
余
を
制
限
し
て
、其
剩
餘
を
國
庫
の
針
黧
に 

移
す
の
諸
案
を
以
て
、商
業
上
の
財
産
に
伸
ぅ
權
利
に
不
法
の
干
涉
を
加

.

ふ
る
も

0

i

し
て
^

 

を
排
斤
し
、英
蘭
銀
行
の
正
貨
支
挪
を
中
止
す
る
法
律

.

を
廢
止
す
.る
の
外
に
、現
征
に
對
す
る
救 

濟
#

に
將
來
に
對
す
る
保
證
の
求
む
可
か
ら
ざ
る
こ
と
を
切
言
し
介
ぅ

o

 

.

但
し
委
員
餘
は
念 

速
に
正
貨
支
狒
の
復
、典
を
湖
國
す
る
も
の
に
非
ず
、之
を
實
行
す
る
に
は
、或
る
時
沏
の
經
過
を 

必
0
 

i

し
、而
し
て
此
點
に
就
て
は
英
蘭
銀
行
赏
局
者
の
思

II

經
驗
决
斷
に
依
賴
す
可
し

i

し

然
れ
ど
も
戦
飢
の
繼
輯
す
る
間
は
、英
蘭
銀
行
が
正
貨
支
挪
を

ff
i

典
す
る
が
如
き
、之
を
實
现 

す
可
か
ら
ず
？
現
に
地
金
蒌
員
龠
報
吿
の
發
表
せ
ら
れ
た
る
年
即
ち
千
八
西
十
年
の
ニ
月
下 

句
に
於
て
は
^
蘭
銀
行
の
紙
幣
發
行
高

ニ

千
百

ニ

莴
磅
に
對
し
て
，正
貨
準
備
は
三
百
五
十
海 

一
千
破
に
居
り
、兩

*

の
比
率
一
割
六
分
六
煙
に
當
れ
る
が
、千

A

EI

十
五
年
二
月
.下
句
に
於
て 

は
、紙
幣
發
行
谪
の
ニ
千
七
西
ニ
十
六
萵
二

一

千
磅
に
上
れ
る
に

'

對
し
て
、：正
貨
準
備
は
.一
一
西
三
黹 

七
.

千
磅
に
下
り
、兩
潘
の
比
率

»

に
七
分
四
厘
の
低
き
に
至
れ
り
。
然
‘も
芷
貨
支
拂
復
典
の
方 

法
は
地
金
委
員
會
の
報
吿
に
據

6

、確
乎
た
ぷ
肱
案
の
具
は
れ
る
も
の
あ
へ

b

o

千
八
西
十
七
年 

幷
に
同
十
八
年
に
は
紙

.

幣
發
行
高
の
依
然
と
し
て

1

1

千
七
西
萵
磅
臺

.

に
居
れ
る
に
反
し
て
’亚 

貨
準
備
は
前
年
に
於
て
九
百
六
十
八
莴
二
千
磅
に
、後
年
に
於
て
一
千
五
萬

3£

千
四
十
六
|
に
 

增
加
し
、千
八
西
十
五
年
幷
に
同
十
六
年
に
は
_,金
紙
の
楚
一
割
六
分
七
厘
七
毛
に
居
れ
る
に
對 

し
、千
八

|5

十
七
年
幷
に
同
十
八
年
に
は
ニ
分
五
厘
を
最
低
と
し
、時

1:

四
分
五
厘
に
'上
れ
る
に 

止
ま
れ
り
。
紙
幣
の
流
通
價
格
斯
の
如
く
な
れ
ば
、芷
貨
支
拂
の

«

興
必
f

し
も
困
雛
な
：̂
と 

せ
ず
。
.

玆
に
於
て
か
千
八
百
，十
九
年

一.
月
正
貨
支
拂
復
興
の
方
法
に

'

就
て
、組
織
せ
ら
れ
た
る 

委
員
#

の
所
說
に
從
ひ
、同
月
サ
ー
、ロ
パ
ー

r

、ピ
J
 

\

0

®
貨
法
案
先
づ
下
院
1:

提
出
せ
ら
れ 

第
十1

卷

バ

(

五)

論
說
英
國
兌
換
制
度
の
將
來
 

5
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第
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1
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s

論

E

::
英
.國
兌
換
制
腹0
將
來
.

-

m
ー
號 

山ハ

た
.■り
0

,ピ
I

ル

氏

法

案
.の
骨
子
は
要
す
る
に
當
時
に
於
け
る

.紙
幣
流
®
價
格
の
贼
率
四
分
强 

を
基
礎
と
し
、之
に
依
て
紙
幣

'に
對
す
る
金
地
金
の
割
合
を

$

め
て
、正

.貨
の
支
挪
を
開
始
し
、兌 

換
の
結
果
.紙

#

0
收
せ
ら
れ
て
、其
流
通
價
格
の
上

進
す

る
に

從
ひ
、瀬
を

以
'

て
貨

被
法
に
定
め 

.ら
れ
た
る
貨
幣
單
位
に
割
す
る
地
金
の
割
合
を
以
て

'兌
換
を

行
ひ
、
«

て
a

て

JE
貨
兌
換
の
結 

*

と
し
て

a

幣
の
流
通
偎
格
に
急
劇
な
る
變
動
を
生
せ
し
む
る

'か
、又
は
兌
換

|.
)
0始
の
準

1

と 

し
て
急

熘

に
通
貨
に
收

|1
を
來
す
の
弊
を
回
避
せ

ん
と
す
る

も
の
に
外
な
ら

V
T
O ,即
ち
千

>\ 

W

ニ
十
年
二
月
一
日

1:
り
十
月
 

一
n

i

ま
で
、英
蘭
銀
行
は
標
準
品
位
の
金
地
金
一
オ
ン
ス
に
ナ 

き

四
*

一
 

志
の
锻
合
を
以
て
紙
幣
と

51
換
、！2

六
十
オ
ン
ス
以
上
を
限
度
と
し

て
、要

求

次
第 

地
金
を
交

^

し
千
八
百
二
十
年
.十
月
 

一h

ょ
り
千
八
西
ニ
十

*-
-~,'年
^

月

一
n
r

ま
で
、右
の

W

合 

を

一

オ
ン
ス
に
付
き
三
磅
十
九
志
六
片
と
し
、千
八
西
二
十
一
年
五
月

 

一
ロ
ょ
り
千
八
瓦
ニ
十 

三
年
五
月

一

日
ま
で
、右
の
割
合
を
一
オ
ン
ス
に
付
き
三
磅
十
七
志
十
片
半
と
し
、千
八
西
二
十 

三
年
觅
月

j

 

"

以
後
紙
彼
を
兌
換
す
る
に
、英
國
現
在
の
金
貨
を
以
て
す
る
こ
と
、
し
た

b

o

 

然
&

ば

T

央
國
に
於
け
る
正
貨
支
捌
の
復
興
は
千
八
百
ニ
十
年
ニ
月
に
端
を
發
し
、三
年
三
箇
月 

を
經
た
る
千
八

1

1:
1

二
十
三
/年五
月
一
‘日
を
以
て

f

す
る
の
射

# :

に
し
て
.、急
劇
に
正

I

拂

を
復
興
し
て
、意
外
の
騷
撥
の
經
濟
社
會
に
發
生
す
る

こ
、
と
を
免
か
れ
ん
：と
し
-た
る
用
意
を
知 

る
、に
難
か
ら
ず
。 

V

爾
後
英
國
の
經
濟
社
會
に
は
種
々
の
變

.

動
去
來
し
、時
に
過
度
の
投
機
熱
の
沸
騰
す
る
と
共 

に
時
に
其
影
響
を
蒙
り
て
、恐

«

の
製
來
し
た
る
こ
と
ぁ

i

o

殊
に
十
九
世
紀
の
後
年
に
至
り 

て
K

國
際
金
融
の
攔
係
漸
く
發
達
し
て
、外
國
ょ

b

金
貨
の
取
付
を
受
く
る
の
急
劇
な
る
も
の 

ぁ
b

と
雖
も
、

1

H

復
興
せ
ら
れ
た
る
英
蘭
銀
行
の
兌
換
制
度
は
如
何
な
る

■

動
に
對
し
て
も
、
 

其
*

礎
を
臧
搖
せ
ら
れ
ず
、

_

洲
大
陸
諸
國
の
中
央
銀
行

.

が
多
く
政
治
上
の
關
係
ょ

b

其
通
貨 

制
度
を
攪

«

せ
ら
れ
、兌
換
を
‘

停
止
す
る
も
の

. 

一
ニ
に

Jh

ま
，ら
，ざ
る
間
に
於
て
、英
蘭
銀
行
獨
纟 

兌
換
制

.

度
を
維
：持
し
て
、終
始
渝
ら
す
碱
に
金
貨
の
出
入
を
自
曲

-

に
し
' 

て
，、割
引
政
策
の
外
に
、何 

等
之
.

に
干
渉
を
加
へ
ず
、偷
敦
を
し
て
所
謂
自
由
金
市
場
た
ら
し
む
る
を

#

た
り
。
試
に
英
蘭 

銀
，
行
.

が
金
：地
金
を
貪
買
す
る
規
程
の
一
斑
を
見
る
に
、同
銀
行
が
金
地
金
一
ォ
ン
ス
を
弋
+
七 

志
九
片
 

'の
®

格
を
以
て
買
入
る
、
の
義
務
あ

' 

る
は
條
例
の
規
定
す
る
所
な

.る
が
、同
銀
，行
‘は
斯 

.

く
買
入
れ
る
.

金
.

地
金
'

を
：寶
，却
す
る
に
、七
十
七
志
十
片
半

の
，：

價
格
を
以
て
し
、其
需
®

の
大
な
る 

と(

き
、に
.

.

^

、七
十
七
志
-

十
.

ー'
片—

に
.

©

格
：を
^[
.
.

上
.

ぐ
る
こ
と
ぁ
K

V

O

外
.
'

傾
.

金
.

貨
.

0〉

賣
.

買
‘

相
.

場
も
；
^

第
十1

卷

(

さ

論
_

說
英
國
兌
換
制
度
の
將
來
 

2
號 

七



靈

.

第
十
，
5
 

(

八)

論

說

英

國

梵

換

制

度

の

將

來
m

i
 

人

,

之
i

同
率
に

し
て

英
國
金
貨

0

品
位
九
西
ニ

+

五
位
に
對

.

し
、外
.

國
即
ち
.

米
#

、獨
.

諸
國
0

金
.貨 

の
べ
品
位
は

何
れ
も

九
吉
位
な
る

を
以
巧

•

 

V 

_

Nvr
ヌ
玟

C

0
當
則
に

f

外
_

傘 

貨
の
價

格
を
一
.オ
ン
ス
に
付
き

七
十
五

志
'七
.

片
半

K

定
め
、尙
ほ
此
內
ょ

り
公
差
の
範
圍

肉
に 

於
少
る

量
目

の
宵
减
を

&

^
し
て
員
相
場
を
之
ょ
り
低
下

.さ
る
こ
と
あ

h

o
TJ
し
て

^

尉

 ̂

行
は
必
ず
し

も
斯
く
買
入

れ
た
る

金
貨

を
造

幣
局

に
輸
納
し
て
、其
改
雜

.を
請

求
す
る
も
の
に 

非
ず
、外
國

金
貨
の
儘

.に
て
、疋
貨
準
備
內
に
之
を
保
有

し
、
他
日
需
喪

' の
迦

る
に
會
り
、員
相
場
ょ 

-

h

.

一
 

オ

ン

ス
に
付
き
三
片
乃
至
三
片
半
高
の
割
合
を
以
て
.、之
を
賣
却
す

0#

:
或
は
特
殊

.

の
國
の 

金
貨

y

對
し

.て
、需
要
の

.盛
な

^

と
き
は
、
®

に
若
干
片
の
價
格
を
加
重

_.す
る
こ
と
あ

り
。
靳

( 

て
賣
直
段
は
質
直
段
に
對
し
て
、平
生
ょ
り
著
し
き
差
を
生
ず
る
こ
と
な
き
に
非
ず
と
雖
も
，妄 

丨
之
を
弓
上
げ
ん
ヵ
ソ
シ
エ
レ
ィ

.

ン
金
貨
の
流
出
を
促
す
に
至
る
を
以
て

»

直
®
に
は
大
體 

.

の
限
度

.

の
存
す
る
こ

.

と
を
知
ら
ざ
る
可
か

.

ら
ず

0

即
ち
時
の
事
情
に
依
て
外
國
貨
幣
の
寶
相 

場

:(
:

多
少
の
相
違
.な
き
を

得

ざ
れ
ど
も
、其
賣
却

に
就
て
は
、

最
も
自

曲
の

方
針
を
取
り
、可
^
の 

制
服
東

f

加
へ
中
、金
貨
の
出
づ
る
も

Q

S

出
づ
る
に
任
す
と
共
に
、金
貨
の
人
る
も
の
は

* 

之
を
誘
ひ

*

出
入
は
世
間
に
公
示
せ
ら
れ

(

千
九
百
十
六
年
七
月
限

^

V、

金
貨
の

出
入
額
幷

,:
出

入
方
嚮
に
關
す
る
報
吿
を
發
表
す
る
こ
と
を
中
止
し
た
る
は
、戰
時
の
處

ft

と
は
云
へ
、英
國
の 

爲
め
に
惜
む
可
し

0

1

方
に
寒
藺
銀
行
の
正

.

貨
準
備
は
金
貨
の
出
入
に
依
て
增
减
し
、通
貨
の 

伸
縮
を
狐

.

し
て
以

.

て
自
動
的
調
節
を
保
つ
を
常
と
し

*

之
を
保
つ
を

Ja

て
.英
蘭
銀
行
兌
換
制 

度
の
運
用
の
妙
の
存
ず
る
所
と
認
め
ら
れ
た

K

V

O

斯
の
如
く
し
て
歐
洲
戰

f

破
裂
し
て
、英
國
自
ら
戰
爭
の
⑽

•

中
に
投
じ
、交
戦
諸
國
の
金
融
市 

場
に
異
常
の
動
搖
を
生

.

じ
て
、諸
國
の
中
央
銀
行
は
盡
く
兗
換
劁
度
を
停
丘
し
た
る
に
拘
は
ら 

す
、英
國
は
獨
り
其
間
に
於
て
兌
換
制
度
を
維
持
し
た
り
。
固
ょ

b

偷
敦
市
場
と
雖
も
、開
戰
の 

當
初
に
於
て
、意
想
外
の
打
擊
を
蒙
れ
る
は
、他
の
諸
國
の
市
場
に
.於
け
る
と
異
な
る
所
な
し
。
 

即
ち
開
戰
と
同
赌
に
海
上
貿
易
に
於
け
る
通
路
の
危
險
と
爲
れ
る
結
果
、

«

易
の
數
量
の
鷗

«

 

し
た
る
は
必
然
の
事
實
に
し
て
、爲
め
に
貨
物
の
輸
送
に
對
し
て
、振
出

 

>

.

る
、
手
形
に
贼
少
を 

'

來
し
た
る

一

方
に
¥

ま
鈒
.

期
の
貸
出
金
を

' 

有
す
る
偷
敦
金
融
上
の
機

_

は
*
回
收
に
着
手
し 

た
る
を
以
て
、偶
々
貿
易
の
停
激
が
手
形
の
供
給
の
减
縮
を
來
し
た
，る
®
時
に
於
て

、

®

敦
宛
手 

形
に
對
す
る
需

‘

要
の
增
加
を
惹
起
し
た

.

^

6

斯
る
場
合

.

に
金

融

手
形
の
：如
き
は
、之
を
利
用
す

滿
十1

卷

(

九)

論

說

英
國
梵
換
制
度
の
將
來
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第
十
5.
 

a
〇
>

 

論

.說
英
國
兌
換
制
敗
の
將
來
 

第1

號 

一
〇 

I

 

:

 

る
.

能
は
ず
。

.

，斯
く
て

.

戰
银
の
金
融
市
場
に
及
ぼ
し
た
る
影
饗
の

.

殊
に
'

著
し
き
も
の
は
手
形
■に
 

|

 

. 

依
る
國
際
支
挪
の
組
織
の
破
鐵
せ
ら
れ
た
る
一
事
に
し

.

て
、̂

に
儆
敦

«3
»

が
；信
用
上
の
：®
宜 

l.
v

 

を
縮
小
し
、支

.

拂
.

の
行
は
る
可
き
數
量
の
增
加
し
た
る
際
に
、此
事
を

^

じ
た
る
を
以
て
、其
影
響 

|

■

の
及
ぶ
所
甚
だ
し
く
、國

際
..

爲
替
の
機
關
は
一
：箇
月
に

a

b

て
停
廢
じ
、九
月
中
旬
に
至
っ
て

、

* 

-

:
へ 

く
爲
#

相
場
に
規
律
の
恢
復
す
る
を
得
た
办

0

斯
る
爲
替
市
場
の
停
廢
が
大
規
模

'

 

に
手
形
の 

I
:

 

取
引
に
當
る
諸
機
關
に
重
大
な
る
打
'擊
を
加

へ
た

る
は
勿
論
に
し
て

*

第
'一
引
受
員
者

は
自
己 

|

厂

■ 

の
引
受
け
た
る
手
形
に
對
し
て
取
别
先
ょ
り
支
拂
資
金
の
囲
送
杜
絕
し
た
る
結
*
取
引
先
に 

I. 

代
っ
て
爲
ら
弓

s.

手
.形
に
藥
し
て
幾
何
の
程
度
ま

で
^

别

の
.賓

に

當
ら
.

ざ
る
可
か
ら
ざ
る
や
、

f

 

ノ

i 

不
明
の
狀
態
に
陷

b

JR
引
邻
の
爲
め
に
、ヰ
形

'を
引
受
け
た
る
'市
中
錁
行
亦
同
一
の
危
險
に
接

II 

. 

し
•第
二
割
引
商
會
幷
に

•手
形
仲
買
業
漭
'は
市
中
銀
行
ょ
り
借
入
れ
た
る
寶
金
を
以
て
ば
人
幷

I 

_ 

.

一へ 

に
引
受
商
會
の
引
受
け
た
る
多
额
の
手
形
を
割
引
し
た
る
一
方
に
、市
中
銀
行
ょ
，

b
資
金
返
濟 

- 

の
餹
求
に
接
し
、之
ず
に
應
す
る
爲
め
，

一

割
の

■公
定
利

.子
を
負
擔
し
て
、英
蘭
銀
行
に
資
金
の
融
通

を
仰
ぐ
の
必
要
に
會
レ
鈑
行
亦
手
形
引
受
人
に
於
て
、手
形
の
支
挪
に
當
ら
ざ
る
限

り
、
彼
等
の 

' 

所
有
す
る
手
形
は

^

片
の
廢
紙

' に

異

な

ら

ざ

る

に

至

H

手
形
.を
一
個
の
資
產
と
し
て
沂

'

有
す
る
餵
行
に
取
つ
て
は

^

形
は
何
等
の
價
値
を
有
せ
ず
、殊
に
諸
銀
行
の
資
金
を
貨
出
し
た 

. 

る
手
形
仲
買
業
者
に
し
て
、某
資
金
を
返
濟

せ

ざ
ら

ん

か
、是
等

の

貸
出
金
は
銀
行
の
貸
借
對
照

表
に
於
て
、流
動
的
資
産
を
以
て
目
せ
ら
る
、
に
拘
は
ら
ず
、却
て
銀
行
の
地
位
を
雜
弱
な
ら
し 

む
る
こ
と
、
爲
れ
り
？

偷
敦
金
融
审
場
は
主
と
し
て
外
國
爲
替
取
引
の
停
廢
に
依
て
、斯
る
恐
慌
に
遭
遇
.す
る
に
至 

れ
る
も
の
に
し
て
，之

.

を
救
濟
す
る

®

任
務
は
專
ら
政
府
、英
蘭

M

行
幷
ね
市
巾
銀
行
：の
双
肩
に 

}

:

.

:

.

繫
が
れ
り

0

而
し
て
市

-

場
救
濟
の
目
的
を
以
て
、第

1

に
實
行
せ
ら
れ
た
る
は
、八
月
ニ

 

B

の
支 

L
.

 

拂
猶
豫
法
に
し
て
、八
月
四

R

以
前
引
受
の
行
は
れ
た
る

.

手
形
は

.

.

其
引
受
人
に
於
て
希
®
す
る 

アへ 

‘

と
き
は
、當
初
の
滿
期

H

ょ
り
.

一：備
月
の
後
に
支
拂
を
爲
す
を
得
ベ
く
、猶
豫
期
間
は
英
蘭
餅
行 

 ̂

,

公
定
利
’率
に
相
當
す
る
利
チ
を

負
擔
す
る
こ
と
、

し
、次
い

で

仲
買
業
考
允
る
と
銀
行
た

る
と 

L

 

を
問
は
中
、總

.

て
手
形
所
有
者
の
地
位
を
安
易
な
ら
し
む

'

る
爲
め
、八
月
十
三
日
を
以
て
、英
蘭
銀 

一，’ 

■ 

行
は
手
形

0
湖
ほ
以
前
に
、或
る
條
件
の
下
に
、承
認
手
形
を
再
割
引
す
可
く
、手
形
引
受
人
は
.英

•
!
,
: 

傲
：銀
行
公
定
利
率

.

に
二
分
を
加

‘

へ：た
る
利
子
を
負
擔
す
る
と
き
は
、手
形
支
拂
の
猶
豫
を
求
む

i 

. 

. 

 ̂

• 

.
.

.

 

i

 

^

を
#
る
こ
と

 

> 

し
た
b

o

斯
く
て
手
形
仲
買
業

.

者
を
始
め
と
し
て
、手；形
を
所
有
す
る
：者
は

; 

,
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第
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號
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一
二 

自
家
の
流
動
的
資
產

と
し

て
、疑

惑
の
生
す
る
手
形
を
英
蘭
銀
行
に
就
て
割

51

す
る
と
き
は
、

之 

セ

一

變
し
て
、同
銀
行
に
於
け
：る
.債
權
と
す
る

を
得
る
.に

至
‘れ
V
O
. ©

し
.

此
目
的
を
以

' て
、手
形 

を
利
用
す

る
に
は
、其
承
認
せ
ら

る
、
手
形
な
る
こ
と

を
要
す

る
の
條
件
あ
り
と
雖
も
、

此

點
に 

就
て
は

政
府

.は
英
蘭
銀
行
と

協
議

し
、同
銀
行
が
平
時
に
於
て
'割
引

す

る
手
形

*

他

の
善
啟
な

國
幷
に
殖
民
地
商
會
及
び
同
.上
銀
行
の
引
变
手
形 

し
と
し
、一
方
に
斯

.

る
手
形
の

.

刺
引
に
依
て
、英

0
 

0
 

て
■

保
證
す
る
こ
と
、
し
た

r

o

o

 

の
點
ょ
り
考
ふ
る
と
、き
は
、如
上
の
政
策
は
未
だ

完 

t

蓋
し
手
形
引
受
業

'

者
[1

,支
拂
猶
豫
法
施
行
以 

を
受
け
、自
ら
苒
引
受
を
爲
し
た
る
も
の
に
對
し
て 

に
ぎ
に
手
形
の
弓
受
を
行
ふ
て
责
任
を
負
ぅ
こ
と 

し
む
る
に
非
ざ
れ
ば

*

に
手
形
の
振
出
さ
れ
て

、

^

 

道
を
^

き
、國
際
支
拂
の
機
關
を
活
動
せ
し
む
る
に 

に
至
り
て
'政
府
は
苒
び
英
萌
银
行
と

協
力
し
、爲
替

る
商
業
手
形
、燕
國
に
營
業
所
.を
有
す
る
外 

は
總
て
承

_

手
形
た
る
の
：資
格
を
有
す
可 

行
の
蒙
れ
る
損
失
に
對
し
て
は
、政
府
に
於 

然
れ
ど

.も
外
國
爲
«
取
引
を
復
興
す
る 

全

に
其
効
果
を

致
：し
た
り
と
認

む

る
能
は 

前
の
手
形

.に
し
て
、英
蘭
銀
行
に

就

て
割
引 

は
、
七

分
の
利
子
を
支
拂

ふ
が

故

に
、ft
以
上 

を
好

ま

ず
:0

然
も
彼
等
を
し
て
之
を

行
は 

受
一
樂
.潜

の

外

國

取

引

先

ょ

り

送

金

す

る

の 

足

ら
ざ
る
な
b

o

妓

に

於

て

か
九
月

五
H

市
場
の
停
廢
に
伸
ぅ
不
便
を
除
却
す
る
爲
め

•

支
狒
猶
豫
法
施
行
以
前
の
手
形
の
期

H

到
來
す 

る
に
隨

.

ひ
、英
蘭
銀
行
に

於

，て
公
定
利

.

率
よ
り
二
分
高
の
利
子
を
以
て
、手
形
引
受
人
に
資
金
を 

融
通
し
て
以
て
手
形
代
金
を
支
拂
は
し
め
二
方
に
外
國
収
引
先
よ
り
送
金
あ
る
に
隨
て
、右
の 

融
通
金
を
决
濟
せ
し
び
る
も
、英
蘭
銀
行
は
必
す
し
も
之
を
督
促
せ

t

戰
爭
終
熄
後
一
年
間
を 

限

、り
、决

濟

期
&

M

長
.

す
る
を

#

.

る
の
便
宜
を
認
め
た

6

0

斯
く
て
新
手
形
の

.

振
出
さ
る
、
道 

へ
 

自
ら
.間
通
し
二
方
に
政
府
は
引
受
業
者
を
し
て
新
手
形
引
受
に
就

x >
•努
ガ
せ
し
む
る
爲
め
、彼

I
:

 

等
の
収
引
先
が
字
形
.を
支
拂
は

ざ
る

結
果
と

し
て
、
彼
等
の
損
失
を
蒙
る
こ

と
な
か
ら
し
む
る

'

 

…

 

れ
'

一
.

 

の
，目
的
を
以
て
市
中
諸

_

行
.

を
し
て
英

M

銀
行
援

#

の
下
に
、手
形
期
：日
に
際
し
、豸
支
挪
に
必 

!

.

 

要
な
る
資
金

.

を
取
引
先
に
融
通
せ
し
む
る
こ
と
、
し
た

b

o

固
よ
b

此
便
宜
を
受
け
ん
と
す 

E
:
:

 

.

る，.
に
は
、手
形
引
受
人
は

Jr

乱

Q
.

性
質
幷
に
取
引
先

■

よ
り
送
金
せ
ら
れ
ざ
る
趣

*

に
關
し
て
、英 

「

 

蘭
銀
行
幷
，に
市
中
銀
行
に
事
情
を
具

_

す
る
を
耍
し
、尙
ほ
右
の
融
通
傘
に
對
し
て
は
襄
蘭
銀

1
'

 

;

 

ノ 

、
 

.

.

.

 

.

j： 

'

 

行
0

公
S

利
率
よ
ち
ニ
分
高
の
利
子
を
支
狒
は
し
む
る
と
雖
も
減
に
以
上
の
方
法
に
依
て
支 

一'

, 

■

:
拂
猶
豫
法
難
行
前
.の
字
形
に
就
て
負
ぅ
偾
務
は
英
蘭
銀
行
の
貸

出
.

金
と

爲

か
^

も

軛
#

終
燦 

I
:

.

.

後
：1

年
間
之
，を
决

.

儕
す
る

0

必
.

要
な
ぐ
、新
に
行
は
ん
と
す
る
取
引
に
就
て
も
亦
其
安
全
を
保

I 
/
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一
四

證
：
せ

參

' 

>

 

の

針
畫
.成
れ

る

以
上

は
，引
受
業
潴
た

る
も
の
、此
救
濟
策
の

趣
意
を
體

し
，
一
段
の 

勇
氣
を
以
て
、寒
に
：當
ら
ざ
る
可
：か
ら
ざ
る
の
道
理
：

な
り
？

' 

-然
れ
ど
も
之
と
同
時
に
一
備
の
問
题
と
爲
れ
る
は
、

«

易
業
^

の
地
位
：是
れ
な
り

O

蓋
し
貿 

易
業
潘
は
外
國
の
取
引
先
を
し
て
英
國
銀
行
宛
小
切
手
を
振

.

出
さ
.

し
め
、依
て
以
て
輸
出
品
の 

代
金
を
掛
收
す
る
が
故
に
、戦
爭
の
爲
め
に
爲
替
市
場
破
墩
せ
ら
れ
、殊
に
取
引
先
が
敵
國
民
.た
 

る
場
合
に

は
、外
國
に
偾
權
を
有
し
な
が

.

ら
、之
を
回
收
し
て
、手
形
の
支
挪
を
全
ぅ
し

34

は
業
務 

を
繼
緻
す
る
能
は
今
。
然
も
彼
等
に
金
融
の
便
を
與
へ
て
、*
務
を
繼
繼
せ
し
む
る
に
非
ざ
れ 

ば
貿
易
を
振
典
す
る
の
目
的
を
達
し
#
ざ

る

を
以
て
*
方
面
に
於
け

る
計

®

の
必
要
な
る
や
、
 

引
受
業
#
に
對
す
る
資
金
の
融

通
と
讓
る
所

ぁ
る
を
見
ず
。
即
ち
政
府
が
十
一
月
三
日
を
以 

て
、大
藏
省

，英
蘭
銀
行
、市
’ホ
銀
行
幷
に
商
業
會
議
所
聯
合
會
代
表
潜
ょ
り
成
る

一

の
委
員
會
を 

組
"
&'

し

.

a：
外
資
金
陌

收
ィ
他
.

の
狀
態
に
居
る
貿
易

.

業
.

潘
を
' 

し
て
右

'

資
金
©

半
r

ま
で
六
®
月 

.

期
限
の
手
形
を
振
‘出

さ
し

め
、委
員
會
保
證
奴

引
M

.

.

行

51
受
の
下
に
、

一I

般
市
場
の
割
引
に
付
せ 

し

め
，手
形
の
支
拂
は
隨
時
延
長
し

て
、戰
爭
終
熄
後

一

•

年
間
に
至
ら
し
む
る
を
得
る
の

ft

盡
を

以
上
の
政
策
は
內
地
の
金
融
狀
態
を
調
節
す
る
と
共
に
、爲
替
市
場
を
救
濟
す
る
の
目
的
を 

以
て
行
は
れ
た
る
も
の
に
し

.

て
*

効
梁
亦
少
な
し
と
せ

t

千
九
•百
十
四
年
七
月
末
に
於
て 

三
千
六

W

六
十
七
萵
一

.

チ
#

に
踩
少
し
た
る
.英
蘭
銀
行
の
正
貨
準
備
が
爾
後
漸
次
增
洳
し
て 

十

一

月
末
に
於
て
七
千
西
六
十

一

萬
八
千
磅
に
增
加
し
た
る
が
如
き
、千
九
西
十
四
年
の
輸
出 

貿
易
が
剪
年
.巾
の
六

億
-

千
四
西
八
.十
二
萬
磷
に
對
し
て

3£
億
ニ
.千
六
西
十
九
萬
五
千
磅
に 

居
り
、世
間
一
般
の
爾
輯
し
た
る
ょ
り
も
贼
額
の
寡
少
な
る
を
得
た
る
が
如
き
衬
れ

も

英
_
の
 

戰
時
金
融
に
有
利
な
る
事
相
を
以
て
目
せ
ら
れ
、交
戰
諸
國
の
中
央
龈
行
雜

く

*
換
制
度
を
停 

止
し
た
る
間
に
於
て
、英
蘭
銀
行
獨

b

兌
換
制
度
を
維
持
す
る
を
得
る
.の
念

 

一
®

に
.

0
 

戦 

當
初
英
國
の
兌
換
制
度
に
對
し
て
、世
人
に
懷
か
れ
た
る
疑
■
は
開
戰
摩
數
箇
月
を
經

て
、^

て 

1

掃
せ
ら
れ
た
る
の
觀
あ
る
を
得
た

b

o

 

.

然
も
千
九
西
十
玉
年
に
入
り
て
、戰
局
益
々
擴
大
し
、戰
爭
の
經

.

濟
«

會
に
.

及
'ぼ
す
影
響
漸
く 

著
し
き
に
至
る
や
、如
上
の
形
勢
亦
一
變
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ

 

'と
S

爲
れ
b

o
而
し
.て
兌
換
制 

度

に
；危
險
を

及
ぼ
す

も
の
と

し

て
、一
般
に
注
目
せ
ら

'れ
た
る
は
、質
易
の

逆
•勢
に
し
て
、試
に
其
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第
十T

卷

(

ニ
ハ)

論
說
英
國
兌
換
制
度
の
將
來

’一

班

，を

擧

ぐ

れ

ば

左

の

如

し

。(

單

位

百

莴

碌)

第1

雛

山

1
九】
四
年 

】

九一
玉

1
.p 

rく
へ1
月
ょ
り
，- 

一
火
一
-ふ
九
月
ま
で
、

輸：-

入 

六
九
六
"六 

八
五
三
"
七 

七
0
四
、〇

輸
.

出 

五11

六
、一 

四
八
三
、
四 

四
五
六
、
ニ

入
超
額
，
 

■
1

七
〇
、5l 

三
七
〇
‘
三 

.ニ
四
七
、八

英
國
近
時
の
貿
易
銃
計
を
見
る
じ
#
年
輸
入
超
過
額
の

 

一
«

數
千
^
磅
に
上
る
を
以
て
北 

fi

.例
と
し
現
に
千
九
百
十
三
年
の
如
き
、六
億
三
千
四
百
八
十
一
一

.

萬
破
の
輸
出
に
對
じ
て
、®
入 

は
七
億
六
千
八
百
七
十
三
萬
磅
に
上
り
、入
超
額
一
億
三
千
三
西
九
十

1

萬
#

を
數
へ
た

b

o

 

然
れ
ど
も
英
國
は
平
時
の
國
際
貸
借
に
於
て
'
一
億
五
千
九
百
萬
磅
內
外
の
偾
權
收
入
を
有
す 

る
が
故
に
此
收
入
を
以
て

.

上
記
の
入

.

超
額
を
决
濟
す
る
上
に
、倚
ほ
年
々
一
億
三
千
齡
镑
の
對 

外
新
放
資
を
行
ひ
若
干
の
金
銀
を
輸
入
し
，以
て
國
際
貸
借
に
於
け
る
均
衡
を
維
持
す
る
を
得 

た
る
次
第
に
し
て
、千
九
百
十
三
年

^

輸
入
超

M

一
 

億
三
千
三
百
九
十

j

萬
#
、對
外
新
放
資
一 

傷
一
千
四
百
！ニ
十
萬
镑
、金
銀
入

.

超
額
一
.千
百
九
十
萬
碌
を
合
算
し
た
る
金
額
が
ニ
億
_六
千
离 

磅
に
上

6

、對■外
偾
權
の
收
入
と
略
ぼ
相
等
し
き
を
示
せ
る
が
如
き
、即
ち
國
潦
貨
昔
の
^
均
衡

破
に

上
b
對

外

偾
權
の

收
入

と

す
可
>
道
理
の
然
ら
し
む
る

も

の

と
す
可
し
。
旣
に
英
國
の
國
際
貸
昔
が
平
時
に
於

T

、1u1e

の
如
.

き
狀
態
：を
以
て
、均
衡
を
得
た
る
も
の
と
す
れ
ば
，今
回
の
鞔
爭
に
於
て
、輸
入
超
過
劇
增
し 

て
平
年
の
三
倍
に
近
づ
き
、國
際
货
借
に
於
け
る
倚
權
收
入
，

.

中
.

海
莲
業
の
運

«

の
如
‘
_
際
金 

‘融
娘
引
に
於
け

る

羊
數

0

0
如
ぎ
、̂

た
芡
對
外
企
業
に
於
け
る
收
益

0

如

，き

*
'
程

度

に

異

な
 

.

る

も
.

の
あ
り
と
す
る
も
树
れ

.

も
相
當
の
減
額
を
惹
起
し
な
る
以
上
は
、國
際
貸
借

0

均
衡
は
忽 

に
し
て
打
破
せ
ら
，れ
、對
外
新
放
資
を
轎
絕
し
て
、尙
ほ
苦
干

.

の
正
«

9

.

海
外
に
取
付
け

&

る

> 

の
勢
を
免
が
れ
ざ
る
可
し
。
況
や
.對
外
新
放
資
は
絕
對
に

禁
絕
せ
ら
も
ゝ
に
非
ず
、政
治
上
の 

關
W

.

ょ
b

,

聯
合
諸
國

0

或
る
も
の

.!
:

對
し
て
ゼ
政
援
助
の
意
味
を

«

て
、放
資
の
行
は
る
、
も 

■

の
あ
る
に
，於

.

.

て
を
や
。
郎
ち
千
九

H

十
四
年
中
金
貨
地
余
の

_

出
3

千
a ：
十
九
落
九
千
磷
に 

對
し
て
、輸
入
高
五
千
八
西
六
十
：四
萬
一
一
千
磅
に
居
ぢ
、一

.

一
千
八
西
四
：萬
：磅
の

' 

入
超
を
示
し
た
る 

形
勢
.

が
千
九
：百
十
茧
雜
來

.

一1‘
變
し
同
年
金
貨

.

金
地
金

0

輸
木
.

一
午
八

.

十
：ユ萬

'

八
千
磅
•.に
對
し 

て
，®

出
三
千
八
百
六

.

十
-
-
1

萬
八
千
磅
に
上
り
.輸
出
超
過
ニ
千
七
否
七
十
八
萬
九
千
磅
に
上
れ 

ふ
が
如

'

^

X

中
九
1?

十

六

，
年

，上

：半

季

U

.

.

:於
.

て
.

金

，貨

金

離

、金
0

,

輸
：み
六
首
.

3

年
六
蓠
八
中
.，鱗
に 

對
も

.て
、：
輸
出

.1:

一
千

一一
霊

^

H

禽

：セ
午
磅
fc

上 
>

ボ
超
«

ー，
牟
在
亩
九
十
六

.

萬
九
千
磷
.を數 

;

必
：.
に
S'

れ
名
が
洳
き
太
勢
の

‘

む
を
得
ざ
名
も

0

;

を
以
て
見
今
可
ぐ

11
.

記
0.
1

如
.

<

午
九
15

第
，十

一

卷a

七)

詢

說

英

國

，兌
換
^
皮
の
將
來
 

第一

號 

一
七
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第

1

號 

I

八

十
_

年十
'
!
:
;

月

末

七#

六

十

：一

离

八
'

千
磅
に
上
ち

.

て
、最
.

，
'

高
の
.

興
#

を
^

じ
：：
，

た
：
.

力
と
稱

'

せ
.
ら

れ
 

た
る
英
蘭
.
.

銀
，行
の
正
貨
準
備
も
亦

次
：：

第
に
.

减
少
じ
、千
九
.

莨

十
3£

年
六
月
.

末
：
に

於

‘.て

五

中

评

八
 

萬
磅
.

を
、同
年
十
' 

二
月
末
に
於
て
、五
千
西
三
十

H

萬
八
千

#

を
上
：下

•

し
、其
”

以
後
に
於
て
も
常
に

. 

此
—

度
に
届
る
：に
.
.
.過
.

ぎ
.

す
;°
: 

r

,
元

來

r

國

ギ

國

，際
：間

の

：
戦

爭
に
從
ひ
た
る
場
合
；に
は
、

其
國
際
貸
借

.

又

，
培

爲

替' 
の
_
係

(;
如

何
.

な
る
影
響
を

.

及

：ぼ

す

，
や
-；
0

‘

此

點

，
に.就
て
は
國
の
經
濟
狀
態
に
依
；り、自
ら
影
響
の
異
な
る
も

の
あ
り
て

'

:

S

に
之
.

を
論
す
る

.

傩
は
ざ

A

が
：如
し
と
雖
も
、其
大
：
t

は
1

_

般
の
原
則
則
に
據
て
推

腐
す
，る
を
得
ベ
し

。

，

'
 

0

ち

4

國
が
大
规
模
の
戰

#

に
從
ふ
と
き
は
、固
よ
む

*

國
民
は
：平
和
時

-

代
に
於

t

け
る
よ

.

ぅ

.•
?

>

#

働
上
に
括
動
す

6

所
大
な
：る
も

.

の：あ
.

る
可
し

.

と
雖
も
、偷
ほ
多
數
の
勞

働
者
.

は
.

疾
：蜂
.

と
し
て

®

闘
場
a

に
赴
く

--

方
に
、國
內
に
留
ま
る
：勞

»

:

潘
.

は
：軍

»

品
の
製
.造
に

• %

當
ら

ざ
.
.

る
可
ら
ざ
る

が
.
.

放
に
If
ff
i

品
製
.

造
の
見
地
よ
り
云
.ふ

と

.
，
き

«

、商
品
の
雜
出
®
ら
困
難 

を
加
.

:^

-6

は
、當
.然
に
し
て
"s

に
；輸
.

出
.

の
.

减
少
あ

力
て
'

方
に
輸
入
©

减
少
之

.

に
伸
ゆ
ず
、却
て 

軍
事
:±

の
關
係
よ

P

0

-A

の
.

：增
伽

a

む
を
得
ざ
る

‘

.

も
:®
i

す

れ

，
ば
：、
'

一：國
ぬ
國
；際
貨
借
關

'

係
は
’ 

.直
に
*

a

.!
:

(

.

不
'?
F

i

と
爲
P
S

外
.

國

.に

對

し

て

多毅
.

^

支
t

を
.
.

爲
.

さ
：V

る
.

可
.
.

か
、
ら.
.
.ざ
る
.

：の
‘關
係
上
、

淇
國
の
貨
幣
拟
外
國
の
貨
幣
に

.

對
し
て
、價

_

格
の
低
落
を
'惹

0

す
に
军

.る

可
し

P
,
平

© 1
の
狀
態 

を
以
て
論
今

^

 

i

き
は
、爲
潜
相

«

不
利
と
爲
り
て
、正
貨
'の
流
出
を
招
か
ん
か
、自
も
輸
入
の

M
 

進

す
4

勢
を
.抑
制
す
る
を
得
。

即
ち
正
貨

.

の
流
出
は
之
を
失
ふ
，國
の
銀
行
支
拂
準
備
金
の
不 

足
令
招
き
、锏
引
步
合
の
上
進
を
來
し
、企
、業
を
妨
寮
し
、物
價
を
低
落
せ
し

む

る

一
方
に
、正
貨
の 

流

-A
は
反
對
の
事
情
に
依
て
、物
.價
を
騰
貴
せ

し

む

る

を
似

て
、前
者

は

艢

出

に

易

く

し
て

®

入

'に
*

き
に
至
ら
ざ
る
を
得
ず

:°
之
“

替
相
場
の
關 

が
英
.國

に
不
利
と
爲
れ
る

こ

と

甚
だ
し

く

11
タ

の
調 

四
弗
六

十
仙
乃
至
七

+

仙
の
問
を
往
來
し
、平
準
相
場 

對
米
轍
出
は
：自
ら
獎

.励
せ

i

:る：、メ

1,

方
に
、
米
國
の

* 

理
に
し
て

•爲
'替
相

«

の
變
動

と
質

#
.の
»

减
と
因

* 

の
所
以
兹
に
存
す
る
も
の
と
す
可

-L
o 

の
，
英
榻
に

於
て
、
如
何

な
石

漉
，度

:1
で

實
‘现
せ

ら

る

、 

認
め
ざ
る
を
得
す

::
0

英
侧
の
輸
：入
品

^
食
料
品
'の
如 

物

に

し

て
、爲
参
相
場

が
如
何
，に
英
國
に
不
利

i
爲
-
，

に
難
く
、後
港
は
輸
入
に

#

く
む
て
、輸
出 

雁
ょ

b

云

多
ム
か
.、英

米

間

’
の

爲

替相
場 

節
篼
の
講
せ
ら
れ
介
名
後
に
於
て
'倚
ほ 

.々

1

る
;u
i

の
猿
き
場

A

ロ
に
は
、英
國
の 

英
輸
祺
は
次
第
に
疎

®

せ
ら
る
、
め
道 

Q

關

係
.

を
.

保

ち

て

、
:•
&

,

然
.

的
調
節
を
保
つ
，
 

然
れ
f

も

斯

る

诌

働

；
的
a

節
は
戰
時 

を
#

-,
^

>

や

0

ふ
{:
、其

甚

ゼ

ま

し

タ

を
 

•

技

所

謂
«

0
 

.

の
#

縮
_

不

自

在

な

.
る

貨

部
十

1

卷

ハ

1
.

九)

' 

備

說

英
阐
梵
換
制
度
の
將
來 

郯
ー
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一
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第
.
^

1
卷)

2
〇)

ゾ
論
：

就
、
.英
國
麄
制
度
の
將
來
 

第
-
S
. 

ニ
0 

隨
て
«

».
:

み
11
'

格

に

觸

何
'©

騰
貴
を
見

•

る
'

も
、容
辱
に
其
»

入
：を
抑
制
す
る
该
ゆ
ざ
る

' 

の
'

み」

な
' 

ら
尤
英

'

國
現
時
に
於
け
る
輸
入
：超
過
の

»

邶
は
：
.

主
と
し
：て
.
»
博
品
の
輸
入
ね
關
係
す
る

も
の
：
 

な
る
が
飲
に

^

#

上
の
不
利
を
忍
ん
で
も
、其：輸
入
：を
求
：め
ざ
る
可
炉
ら
ず

o
 

.
1

方
に
英
國
商 

品
の
輸
出

.

は
^

替
相
場
の
：關
係
ょ
り
云
ふ
と
き
は

#

利
に
し
て
*外
國
に
於
て
英
國
商
品
に
對 

す
る
需
要
の
刺
戟
せ
ち
る
ゝ
の
狀
態
に
居
る
と
：雖
も
、爾
ほ
：

.

其
輸
送
の
：困
難
，勞
働
不
足
に
依
る 

代
價
の
騰
貴
は

.

輸
出
に
對
ず
る
大
な
る
妨

0

ね
ら
ざ
れ
ば
已
ま
，

.

ざ
る
'

な
b

o

.

 

H

に
質
易
に
於 

け
る
自
然
的
調
節
の
方
独
は
多
く
戦
爭
の
爲
め
に
妨
げ
ら
れ
て
、

^

を
_

す
る
榔
は

.

ず
‘
 

j

方
に 

輸
入
の
超
過
は

©

々

た

.-
6

#

を
以
て

if

進
し
:*

底

.I
b

t

る
所
を
知
ら
ず
と
す
れ
ば
*
換
制
度 

の
基
礎
は
遂
に
搣
搖
逆
ら
る

 

>

 

を
免
か
れ
中

o

’

發
換
制
度
安
否

'0

如
何
が
英
國
に
於
て
現
實 

の
！1：

題
と
爲
れ
る
所
以
な
り
。

'

此
點
に
就

て
は
、開
戰
當
初
ょ
り
英
國

|

部
の
社

#

に
於
て
、

*-
-
• 

鋪
の
疑
惑
の
存
ず
る
も
の
：ぁ
卜
し
が
，、近
時
最
も
露
骨
に
兌
換
停
此
の
間
輝
を
論
じ
た
る
も
の 

は
、週
刊
濰
誠

^

一ズ
ー
チ
ス
ャ

」

是
れ
な

h

-

o

即
ち
同
雜
©
は
_

九
亩
十
ふ
ハ
年
九

^

十
六
日
發
行 

の
社
說
に
於
ズ

「

金
冏
题

」

と
題
す
る
一
文

.

を
揭
げ
、今
回
の

'

戰
費
が
英
幽
に

.

於
て
l

.

H

S

K

n

海
磷 

を
數
ふ
る

.

が
如
き

M

锁
it

上
れ
る
こ
と
、英
國
は
聯
合
諸

.|
1

.(;

多
額
.

の
資
金
を

fi
l

l

®
し
た

る

.』

t

e

i

、聯
合
諸
國
は
互
に
同
一
市
場

^

於
て
競

#

し
て
、物
資

.

を
買
入
る
、
ょ
、り
も
、或

.

る
.1

.

國
を
し 

て
他
國
に
代
つ
て
、之
を
當
ら
し
む
る
の
低
廉
な
る
を
難
め
、英
國
，自

;6
:

之
，に
當

.

セ

つ

>

あ
る

-C 

.

と
、英
國
.の
海
運
業
は
今
や
聯
：合
諸
國
全
體
の
爲

.

め
に
、運

送
0

用
を
K

し

つ

、
*:
る

こ

と

の

諸
 

點
を
擧
げ
て
、豸
國
a

換
制
度
，の
維
持
に

#,

ぅ
困
雛
を
說
明
し
，此
_

難
に
请
る
爲
め
、̂
國
は
外 

偾
裳
集
に
力
を
致
し
つ
ゝ
ぁ

A

ど
雖
も

-l
l

t

界
に
於
け
る
金
の
數
量

_

交
戦
諸

!1
1

の
要
す
る
講 

稲
の
物
資
に
對
す
る
支
挪
を
爲
す
に
當

Y

、.
^

足
を
吿
ぐ
可
し
と
し
，一
方
に
»
往
の
大
戰
牵
に 

於
て
交
戦
諸
國
兌
換
制
度
が
常
に
停
止
ぜ
ら

.

れ
た
る
事
例
，を示
し
、お
の
如
き
結
論
を

0

ベ
U

h
y
.

.'

英
國
人

.

に
取
つ
，て

0

0

の
問
題
を
以
て

0

f

t

き
は
®

人
は
' 

怫
蘭
西
革
命
戦
爭
に
於
て 

.

爲
し
た
..る
が
如
く
ぜ
貨
の
支
挪
を
停
止
す
可
ぎ
か
、

^

だ
叉
、ヰ

ft

の
、憐
@

す
る
ま
で
、金
貨 

.の
支
狒
を
繼
續
し
て
、以
て
他
の
諸
國

@
.

爲
さ
し
所
の
も
の
を
爲
し
、
英國の當カ幷

に
才
能
を
發
揚
す
可
き
か
の

_

點
，に
歸
着
す
可
し
。

此
_
題
に
對
し
て
は
、寄
人
は
其
：戰
爭

. 

'* 

•

期
間

の
.長

短

：に
依

て
宠
/

ま
る
.こ
と

を

答
ふ
：る

の
外

に

、
道

.
‘
あ

■

る
を

知
^

ず
9

若

し

も

聯

<
n

 

諸
_

.

の
，總

司

令

部•
に

し
5

_

に

向

ろ

で

滅
#

.

^

六
簡

5

ば
ズ
筒
月
议
内
に
終
：熄
す

第
十
一
狯
、

(

二
■ご

，输

0

i

l

i

l

l

l

i

i

l

l

l

i

i

i

i

i

B

i

H

i

i

i
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第
十
-一̂

S

D
論

說
英

阈

兌

篇

度

の

將

來. 

5
碘 

ニ
ニ

f;

き
：こ
左
の
#

®

^

與

へ

ん

：
か
へ
英
_

腺

府
_

其
.

全
.

カ

を

：
«

知
^

以
‘

^

1£

貨

支

：

」

挪
®

#

JJ
;

■

を
：避
ぐ
を
を
；

.得

V

 

3

と
：雖
も

.戦
#

が
明
年
咿
を
辑
じ

'で
、又
：
.は
'
其
：现
後
：に

|旦
ぅ
で
、繼
續
す 

可
き
道
理

.
ぁ
^
s
.
iす
れ
ば

.正
貨
支
挪
は
到
底
戰

#

の
*

後
；ま
で
維
持
せ
ら
れ
ざ
る
こ

i

 

を
推
柳
せ
ざ
る
を
得

^

'0
'.:

:
:

;

- 

固
ょ

h

r
ス
.
テ
丨
チ
ス

.
ト」

の：議
論
に
は
多
く
の
留
保
：ぁ

_
.
b 

i雖
も
、英
國
か
開
戦
當
.初
ょ
り
持 

久
戦
の
覺
悟
を
以
て
、歐
洲
戰
爭
に
臨
め
る
は
明
白

.
の
事
實
に
し
て
、而
：

.し

.
て
：持

久

戰

の

.軍

事

上 

に
於
け
る
効
娘
は
容
為
に
發
現
す
，る
に

M

ら
t'
、隨
て
今
後
數

®

月
以
內
に
、戰
帝
の
終
燃
す
る 

B

込
を
得
す
と
す
れ
ば

^

換
制
度
の

*

持
を
不
可
能
な
り
と
す
を

「

ス
タ

1

チ
ス

.
ト」

の
所
論
は 

事
實
と
し
て
現
は
れ
ざ
る
を
得
ず

O

否
今
後
に
於
て
兌
換
制
度
を

.維
持

.ず
る
..を

不

可

能

な

り 

と
す
れ
は
今

2
!

に，於
て
早
く
之
を
停
止
す
る
を
可
な
り
と
す
る
議
論
を
生
ず
る
に
至
る
や
ふ 

知
る
可
か
ら
ず

o 

.蓋
U

大
.陸
'諸
國
が

'0

戦

當

初

に

於

て

制

度

を

.
停

止

す

る

，
の
.擧

に

出

で 

た
る
は
、即
ち
諸
國
を
し
て
金
貨
準
備
を
保
留
此
し
む
る
の
道
た

.
る
を
得
た
れ
ば
な
り
。

然

 ̂

T

も
交

®

ニ
®

年
數
筒
月
に
及
ぶ
今
日
ま
で
維
持
せ
ら
れ
た
る
英
國
の

.
兌
換
制
度
は
斯
一
る

1
 

命
に
到
達

'せ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
な
る
か
、抑
も
亦
英
國
政
府
の
正
貨
維
持
、爲
替
調
節
の

0

的

を
以
：て
、講
じ
た
，る

.
0

糖
の
政
策
は
戦
時
に
於
け
る
兌
換
制
度
の
動
搖
に
處
し
で
、之
を
防
ぐ
の 

力
，に
足
ち
ざ
る

.

.も
：®
:

;

な
',るか

#

人
の
 

一
#

を
要
ず
る
所
な
，り

0

,

.

. 

'四
::
,

, 

. 

. 

V

:

. 

ン
■

- 

.

戰
時
に
於
て

. *

國
が
貿
易
.の
逆
勢
を
回
轉

し

、*

換
制
度
の
安
全
を
瑚
圖
す
る
の
困
雛
な
る 

:

は
、囊
、に
述
べ
た
る
が
如
し
？

 

f

英
國
允
る
も

0.

事
，の
.

，困

.»

な
る
の
故
を
以
て
_

際
貸
借
の 

狀
態
.

を
無
爲
に
放
任
す

.

，る
•

も
の
.

に
非
ず
開
戰
當
初

0

金
■
政
策
に
依
.て
金

»>
市
場
の
平
靜
に 

:

歸
し
だ
る
後
を
承
け
て

«

'

外
«

務
を
减
縮
し
、又

對
..

外
债
猶
を

®

殖
，す
る
目
的
を
以

'

で
、種
々
の

. 

政
策
を
行
ひ
以
で

4

日
に
至
れ

る 
'

次
'第

に

し

て
.

試
'

に
«

政
策
の
；
斑
を
列
擧

.

す
.

れ
ば
、：左の
如 

f
u. 

' 

'

‘

：
一、資
本

「

輸
出
に
對

'

す

る

制

.
限

,
.
.
パ

 

.

政
府
の
檣
定

.

し
た
ざ
貨
：物
の
輸
入
禁
止
若
し
く
は
一
，般
輸
入
の
國
民
自
發
的
制
限 

-

三
、外
_

證
券
の
動
員
 

'

 

,
 

,

四
、
外

債

，募

集

.
，

.

一
國
が
金
貨
本
位
制
を
維
持
し
、其
資
力
，に

®

富
な
ら
ん
か
，資
金
の

一

部
を
金
貨
の
形
態

|;

•

第
十
1

怨

(

ニ三

)

’

输
說
英
國
兌
換
制
度
の
將
來
、 

-
桀
一
猇
二
三
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論v

®

§
 

.

. 

二
四 

於

て保
：：

持
.す
，舞
は『

當
.鶴

の
*
:裏

6

:1
>
,
.て
、而
.し
：n:
_

#

«
tf
:
,
m
«
x
金
i

し

农

或
'は」

.
-«
行
の
，«

中 

に
_
戈

#
.は
.市

®

に
流
通
す
可
し
。
斯
る
國
に
し
て

r

且
國
際

：

貸
借
が

.自
國
に
不
、利
と
爲
ら 

ん
か
：金
寫

^.
■

動
的

^
:へ
外
國
に
流
出
す
可
し
と
雖
も
、莕
し
も
或
る
事
情
：ぁ
り
て
、ユ
國
が
金
貨 

の
外

.
,は
流
出
：す

’
A
を
欲

.せ；：

第
る

'
:
♦き
.味
某
，國

：

の：有

•す
る
賢
靡
；を
外
國
に
寶

®
:u
m
、以
て
貸 

借
.の
均
衡
を

(

求
.め
ざ
：る
を

’
#
爭
。
斯
く

.て
銀
行
の
：

#

有
し
た
る

.外
國
手
形
は
：賣
却
せ
ら
■る
可 

く
、此
方
法
の
み
を
以
て
し
て
、尙
ほ
貸
借
の
均
衡
を
維
持
し
難
き
に
至
れ
ば

*外
國
の
株
式
債

#
 

等
を
寶
却
す
令

‘に
至
る

.可
し
り
ソ
最
れ
食
俏
.の
.
，
均

衡

；
を

：
維

持

.

す
る
方
緣

0

E

に
；し

']
:
、他
に
之

i 

同
樣
の
効
果

.'ぁる
も

'の
‘は
、
外
，國
P
於
け
，
る
信
：用
.の
利
鹿
な

:!
)
'
b
即

ち

手

形

：®
,戈
.柳
期
限
を
延 

長
.す
る

W
如
き
、外
國
の
.銀
行

•に
' 
ク

レ
^

井
ッ
ト

)

を
關
き
、
#

P
對
し

P
手
形
を
：
振

出

す

が

如

き

、
 

成
は
外

®

偾

^

墓
集

t

る
.
が

如

き

、«|
れ
も
其
方
法

4
し

X:
SS
む
可
き
も
の

.な

K
V
O然
.も

*

國 

に
し
て
資
力
に

.s
-

t
な
ら

.ん
炉
、國
際
貸
借
に
於
け
、る
不
均
衡
ゆ

【

時
の

-稀
象
に
し
て
、̂
に
對 

す
る
方
策
亦
一
時
的
の
も
の
を
以
て
し
て
足
る
可
し
と
雖
も
、資
力
に
乏
し
く
ズ
は
紙
幣
を
流 

敏
す
る
國
に
於
て
、國
瞭
貸
借
不
幾
衡
の
狀
，

«

に
：接

せ

ん
.S

I

濟
す
る
爲
め
に
輸
出
す
可 

き
.僉

貨

な

ぐ
^•

賣
類
す
何
♦
證
券
な
き
を

’M

て
、之
を
；調

節

す

る
.

胸̂

®.
*

法

を

求

冷

ざ

る

可

から

t

即

.ち

輸

入0

减

却

、
輸.
出
.
;0

增進を

.

期

せ

ざ

，
れ
 

'

ば
、斯
る
國
は
貸
借
の
，搀
衡
を
保
つ
能

'

,

は
ざ

る

^
.
K
v
p 
,.英
國
は
金
货

.0
::璺
富
な

る
國

な
K

0

も
戰
：
峙

の
；今
H
殊
に

®
0

の
如

何
な
る 

時
に
茧

Q

て
收

拾
.

せ
ら
る

、
や
"

测
P

知
る

.可
炉
&
ざ

る
の

.時
に
於
て
、自
由

’に
金
貨

.の
流

|«
を 

W
す
が
如

ゑ
#
實
に
於
て
其
可
な
る
を
認
む
る
を
得
中
。

玆
に
於
て
か
人

爲
的

に
輸

A

に
對 

す
る
嫺
限
に
侬
て
、貿
易
土
の
：不
均

‘衡

を

.織

制

す

る

と
共

^
他
の
：I

面
に
へ
於
て
資
本
の

.

輸
出
を 

制
限

し
、觅

に
0

ん
で

外
國
戰

#

の
組
織
的
賣
却
幷

に
外
國
債
の

•募
集
に

'依
.

て
，時

局
の

必
0

に 

當

■&
.ん

とす
：：

る
"
に
.至
.れ
る
所
以
に
し

て
、
^
國
が
外
國
に

E

額
の

公

.«

を
.慕
集
し
.

、又
外
國
說
券

.

の
<賣
却
を
組
織
的
針

*

の
下
に
行
ぅ
の
時
ま
で
、爲
替
相
場
低
落
し
、爾
來
其
豸
ま
を
得
れ
る
.も 

の
亦
偶
然
な

.!
)

i
せ
ざ
る
な
ぅ

。
.

,

,

:

英
國
妒
對
外
债
權

0

收
入
を
對
外
新
放
資
に
振
替
へ
て
、世
界
的
僙
權
國
ね
る
の
地
歩
を
築 

.

噹
つ
、
為

る
は
、人
の
知
る
所
に

し

て

.#
に
千
九
百
八
.年
以
後
に
於

て

は
、-*
外
新
放
資
の
金
額 

は
常
，に

.一
.

«

»

.裏
1
4居
久

(

同
年
.

以
前
に

‘
.

於
て
織
中
九
百
茈
年

t

億
七
雨
萬
磅

|;

上
れ
る

.

，4

と
：

ぁ
る
の
，み

)

殊
に
平
九
西
十
年
の
：如
き

.

、【

«

H

千
-1
.

1

百
七
十
萬
破
の
多
き

.^

數
へ
.

た
h

y

o

開
戦 

以
.

後
佘
.

融
市
.

場
.

の
雜
«1

す
る
：や
、此
蹿
對
外
放
資

0

事
實
：ド
於
'

て
：、行
は
れ
ぎ
,

に
'

缉
れ
る
や
、論 

.
;

?

離 

I
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I
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馆
十
：
5

 

.

2

六)

：
論

御

蕾

梵

換

制

度

が

將

來

パ

 

' 

镇
誠
 

S

ハ
 

を
俟
た
•

と
'i
t

も
、金
融
市
_

場
救
.

濟
-®

政
策
：は
依
で
、市
場

:

の
狀
興
：舊
.

に
®

し
、金
利
步
合
亦
著
し 

4

低
落

'V
.

た
る
際
に
は
或
る
程
度
ま
で

.

對
■

外

.#

資
の
特

M
,

れ
ざ

-S

に
非
t

之
を
其

«

は
る
、
 

.u
tt

せ
‘

ん
.

か
、英
摩

0

對
外
偾
權
を
增
殖
し
、债
權
國
た
る
地
泣
を
全

V

フ
i-
i

を

得

べ

し

、と

雖

も
、
. 

同
時
•

に
國
際
貸
借
に
於
け
る
逆
勢
を
じ
て
军
に
其
甚
だ
し
き
に
至
ら
し

.

め
ざ
る
を
得
す
？
千 

九
.

？

©

年
に
，於
け
る
對
外
放
資
の
狀
况

.

を
見
る
に
、上
半
季
に
於

ru
a

千
七
百
十
八
萬
七
千 

#

セ
居
れ
：るも
の
が
、下
半
季
に
於
て
、九
西
九
十
七
萬
五
千
破
に
减

少

し

た
b

o

此
程
度
の
對

_ 

外
放
資
す
名
政
府
の
喜
ぶ
所
に
非
ず
、遂
.に
千
九
莨
十
五
ヰ
一
月
中
旬
海
外
放
資
制
限
に
關
す 

'

^

勑
令
發
布
せ
ら
れ
大
藏
省
猶
.

-&
資
本
輸
出
に
對
ず
る
許
否
の
權
を
掌
提

し
、®

際
の
方
針

i

 

4

て
、特

別

の
場
合
の
外
，之

^

許
可
ぜ
ざ

る

こ

と

に

■决

定

し

た

る
次
第
な

り
o

然
ふ
其
以
後
に 

於
て
、或
石
程
度
の
對
外
放
资
の
行
は
る

 

> 

も
•のあ
り
。
即

'i

對
外
放
資
は
千
九
百
'十
五
年
に 

於
て
四
千
苗
九

+

一.
海
.

二
千
三
W

•破
に
，千
九
百
十
六
年
一
月
ょ

b

九
月
に
至
る
間
に
於
て
、宵 

九
十
七
萵
ニ

 

.千
五
百
磅
に
上
れ

b

と
雖
も
、千
九
铒
十
五
年
中
の

'

對
.

外
®

資
の
如
き

、

*

と
し
て 

聯
合
諸
國
の

»

外
支
拂
を
容
易
な
ら
し
む
る
の
目
的
を
以
て
行
は
れ
た
る
も
の

^

^

て：、其肉 

に
露
灰
亜
に
擎
す
る
貸
付
金
九
西
五
十
ー

1

萬1:1

千

#

、
#.
蘭
西
に
對
す
る
貸
付
金

【

ニ
千
四
西
蹲

磅
を
含

◊

み
、外
に
穀
物
輸
入
の
便
宜
を

'

謀
名
' 

爲
め

に
、
ァ
,

ゼ
ン

チ

1

ン

共
.和
國
に
貸
付
け

た
る

. 

七
西
八
十
九
莴
磅
の
存
す

る

こ

i

を

知
る

と
•

は
、英
國
戰
時

に

於
け
る
.對
外
放
資
は

®:
事
上 

己
む
を
得
ざ
る

の
.關
係
に

出
づ
る
も
の
に
し

て
、
他

の

'
放»

は
勉
め
て
之
を
制
限
す
る

の

方
針

に
據
る

.̂

の
な
る
こ
と
を
知
る
に
難
か
ら

t'
o

.

, 

.

, 

:

.

• 

- 

第
ニ
の
輸
入
貿
易
制
限
は
國
條
貸
借
の
均
衡

'

を
得
る
こ
と
を
重
な
る
目
的
と
•し
て
行
は
る

，
も
の
と
見
る
可
く
、或
は
課
：

*

の
形
態
に
於
て
行
は
れ
、
前

者

は

國

民

の

.
奢#

抑
制
を
目
的

i 

し
、後
漭
は
船
腹
調
節

.

の
‘

趣
意
を
藏
せ
ざ
る
に
非
ず
と
雖
も
、是
等
は
何
れ
も
目
的
の
從
た
る

i

 

の
に
し
て
、ま
た
る
，

.

目
的
は
雕
入
の

.

抑
‘

制
に
外
な
ら
す
。
而
し
て
之
と
同
時
に
或
は
節
儉
殊
に 

外
國
貨
物
消
费
の
抑
制
に
關
す
る
國
民
的
運
動
が
政
府
獎

g

の：下
に
、各
铎
埤
方
に
於
て
催
ほ
さ 

る
、
が
如
き
、政
府

&

戦
時
貯
蓄
證
券
を
發
犴
し
て

#

備
者
を
始
め
か

M

Ja

下
の
人
民
の
戦

#

 

の
爲
に

.

*

加
す
る
所
得
の

I

部
を
.

吸
收
し
、

I

面
に
戦
，費
に
對
す
る
財
源
，を
豐
に
す
る
と
共
に
，
 

他
の
一
而
に

於

て
.彼
等
の

消
戏
を

抑
制
せ

ん

ゑ
す

る
が
如
き

#

れ
も
»

丰
曝
を
_
入
貿
易
の 

制
限
に
置
く
も
.の
な
る

M

と
を

'認
む

る

を

得
べ
し
。

然
れ
ど

も
是
等
姑

息
，の
政
策
は
到
，底
太 

#

の

赴

ぐ

所'^
動

か
す

に
.，
足
:&
^

、輸
入
貿
易

Q
:
.

連
年
增
‘加

む

て：
已
ま
ざ

る
^

る
.
こ
2

前
揭
の 
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第
i

卷

：
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d

輪
，諕英國免換制敗

_
0
-
將
.來
/ 

第
S
 

二

八

• 

如
し
？

«

.

近
來

y
.
_

至
つ
て
、敗
國
の

」

爲
め
{:

喜
ぶ
，可

&:
.

は.、輸
出
資

#>

'に
»

準
の
徵
候
を

0

せ
る 

0

1

事
，に
し
て
、千
九
百
十
六
年
八
：月
#

に
九
月
は
ハ
於
て
、特
に
：其

#

,

し
き
.

も
の
办
h

^

Q

試
に
千

九
西
十
六
年
九
月
中
の
貿
易
幷
に
同
年
一
月
以
降
九
月 

. 

\

つ 
'て
、
前年

の
同
期
と
比
較
す

るに

、
*:

の
如
し

9

 

'

檢
.

ガ
ー
九
ニ
ハ
年
辞

輸ぃ

<

輸

俾 

;
#
輸

出 

輸
入
超
過
'、

.輸

入

， 

輸

：

出 

#

輸

出 

輸
入
超
過

1

九1
3£
年

七
〇
>
1
八
六
J
I
三
-
 ̂

H
ニ
'
1
1
0
八
、
时

三

1
マ 

七
、
五
六
四
、
三
ニ
七 

m
〇
、ra
4
H;>
四
七
：

<
一
九i

六
年

七
セ
、
四
八
八
、

3
六
：八

. 

四
3
、
四
七
.七
，
六
.七
七 

七
，

1

二
〇
、
五

七

1 

ニ
ガ
、
八
九 

o
’
r
I
O
、

九
月
！

i

終
る
九
简
月
冏

.1

九r

五
年

六

鬯

^

八
一
ニ
よ
3

卡
ー 

二
八
三
•
〇
，九

1
、

六
.
八
六 

七
五
、
六

1.

九
、
八
八
六 

.
二
八
五
、

1

〇
0
.»
七
六
泜

1
九
一
六
年 

ン
七
〇
四
、
o
四
四
、
六

1
七
胄 

三
七
九
、
三
，
ニ
八
、
九
三
八 

七
六
、
八
七
五
、

()
七
九 

ニ
叫
七
"
八
四
0
、
六
0
〇

,

至
：石

九

ケ
月
間
.の
質
易
數
量
を
取

增

，
减
..疲 

岈
.

セ
'
. 

1
0

1
T
1

三一

墦
ニ
ニ
六
ろ
ニ
迦
軍

.减 

四
四
三
、七

3£
六

戚

三

*丑

.4
三
、
三
五.
<

增

i
减

■
 

#

僧

六

0
J
.
I
H
1
V
ニ
 
八
〇
： 

增
九
六
、
ヱ
ヨ
七2
.:1
1
ニ 

增 

一
'

£

沉
し
九
三 

减

H
七
、
ニ
六
0
.、
二
穴
系

同
上
率

し§

1

、
〇
二 

I
r
r
f

パ
.
， 

0

:3
1
九

1
、
n

ハ

同
上
率 

〇
^

三 

三
、
三
九

0
、1

六

1

、
三
Q

:
固
ょ
り
輸
入
貿
易
と
し
て
、商
務
院
の
發
表
す
る
報
吿
に
は
政
府
が

.

英
國
又
は

1

合
國
の
'爲 

め
に
外

^

に
於
て

.

直
接
に
購
入
す
，
物
資
を
包
含

.

せ
ず
、其
上
記
公
表
の
：

_

入：超
_磡

0

.

外
じ
、入

翘
額
を
大
な
ら
し
む
る
は
論
を
俟
た
す

と

雜
.

も
、近
.

時
兵
站
事
務
大
臣

.

モ
ン
テ
ト
ギ
ヴ

.

I

氏
は 

其
購
入
高
の
贼
少

-L

つ
、あること

^

議
院
に
報
吿
し
た
り
。
然
ら
ば
輸
入

M

過
の
勢
は
輸 

出
增
猶
の
願

*

な
.

る

結

來

、
千
、
九
.15

十
六
年
に
於
て
は
前
.年
に
於
け
る
如
く
大
な
ら
ざ
る
を
祷 

る
に
缉
れ
る
も

■

の
i

す
可

し
o

戦
^

め
進
行
す

:s
'U
i«
:t

、益
々
多
數

0

壯
丁
を
徵
暴
し
て
戦 

場
に
赴
か
し
め
、內
地

.

に
於
て
製
造
業

.

に

從

事

す

，る

渚

：も

亦

軍

需

.

品
工
場
に
使
役
せ
ら
へ
る
、
今 

H

に
於
て
、輸
出
貿
！

E

勿
‘

に
以
上
の
增
加
を
來
し
、或
る
程
度
ま
で
輸
入
貿
易
を
相
殺
す
る
を
得
る 

は
#

筆
に
値
す
る
所
に
し
て
、思
ふ
に
此
事
介
る

‘

國
民
殊
に
.勞
働
渚
が
戰
時
に
於
け
る
國
家
の 

危急を自覺し¥
時
に
於
け
る
ょ
も

^

產
上
に
大
な
る
努
力
を
致
す
，を
辭
せ

.

ざ
る
と
共
に
、
 

內
國
の
物
資
を
利
用
す
る
の
風
，漸

X

盛
な
る
に
至
れ

る
と

に
■

»

'

す
可
き
な
な
。

‘

然
れ
ど
も
輸
出
の
墙
進
に
依
る
贸
爲
上

0

'®
'
況
と
云
ふ
が
如
き
一
の
程
度
間
題
に
厲
し
輸 

入
超
過
の
依
然
と

!,

て
大
な
る
こ
と
上
記
の

.

如
く
爲
る
以
上
は
£
を
以
て
國
際
貸
借
の
將
來 

を
：樂

.

觀
.

す
る
0

資
料
ぃ
と
す
る
■

、に
足
■

ら
t'
o

况
や
®

出

■»
進
の
免
き
最
近
：に
現
、は
れ
た
る
蹲
實

. 

.に

し

て

、
其

前

途

测
b

知
る
可
か
ら
ざ
る
一
方
に
、國

It

貸
猎
0

垮

»
:
,
の

打

破

せら
れ
れ
る
は
、現 

在

•
の

事

實

4
®

し
、翁
速
に
之
七
猶
す
.る
處
置
を
必
要

^

J

t

令
に
於
て

%

$

此
見
地
ょ

K

V

行 

.第十

一
.

餘

3

九)

論
睨

.

莢
國
兌
換
制
度
の
將
來

.

‘ 

第一

號

.

.ニ
九



第
十
.一

卷

VQ
一

P

論
、

說
英
姻
兑
換
制
度
の
將
來 

_

 

笫
ー
號 

三
0

ね
：れ
た
る
も
の
は
彼
必
：證；券
：

®

員
と
.

外
僙
_

集
と
:0
;

兩

、
考

に

，
：
し

^

、其
；名
を
異
に
す
れ

ど
.

も
、根 

本
の
目
的
に
就
て
は
何
等

.

相
.

違
す
る
所
ぁ
る
を

:®

め
#

«

«

#

式
：に
於
て
、
一
は
：慎
構
の
喪
朱 

を
來
し
他

.1
1

偾
務
の
設
定
を
招
く
を
以
て
、異
な
れ

^

所
と
す

:¥

き
の
み

.0

證
券
動
員
の
，針

®

.

 

«

千
九
西
十
五
年
十
ニ
月
ニ
十

j

 

0

1

を
以
て

*

上
に
公

.

隶
せ
ら
れ

_

千
九
|5

十
六
年
一
月
以
來 

實
行
せ

6

れ
つ
\

ぁ
ふ
も
の
に
，し
て
、其
の
內
容
は
英
國
內
に
於
て
所
有
せ
ら
る
、
米
國
弗
證 

券

(

或
る
湔
め

®

奈
rb

滞
證
.

券
を
も
包
含
す
雨
庫
に
於
て
買
入

，

れ
、X

は
其
预
託
を
受
；け
-其
之
を 

買
入
た
る
，場
合
に
は
•

政
府
に
於
て
随
時
必
要
に
靡
じ
て
、紐
育
市
場
に
寶
.却
す
る
を
得
べ
く
又 

其
预
託
せ
ら
れ
允
る
も
の
は

*

府
に
.

於
て
之
を
擔
保
に

.

充
て

>

0

て

外
偾
募
集
の
用
に
供
す 

る
を
得
べ

く
，此
場
合
に
於
、
て
も
政
府
は

-

時
の
必
要
を
理

_

と，
し
て
、之
を
M

入
る
'

>

の
«

0

を 

.©

保
す
る
も
の
と
し
、證
券
買
入
代
金
は
國
庫
债
券
を
以
て
交

#

,

、
茛
磅
以
卞
の

®

^

に
f

.
 

現
金
を
.以
て
之
を
支
挪

ひ
、
質
入
價
格
は
紐
育
株
式

.

取
引
所
の
公
定
相
場
に
付
せ

‘

ら
る
、
證
券 

に
就
て
は
買
入
當

.H

の
.

大
引
相
揚
に
、然
ら
ざ
る
も

0

,

は
.

*

對

場

に

M

.

 

b

'

l

者
可
れ
も
.當
孝 

:0

爲
替
相
場
を
以
て
、換
算
し
た
る
磅
貨
に
據
り
、鱗
券
預
記
に
就
て

S

託
.

期

限

を

一

一

箇

年
i

 

し
、利
子
配
當
金
の
外
に
、預
託
者

に
*

し
て
、額
面
の

」

五
.

M

を
國
庫
よ

P

支
挪
.

ひ
、必
要
に
.應
じ
て

放
府
が
預
托
證
券
を

'」

賣
却
し
允
る
場
合
に
は
、當
時
の
大
引

.

相
場
“

に

1
.
1

:

分

五

厘

を

加

算-̂
た

る 

價
将
を
英
貨
に
換
箅
し
て
支
挪
ひ
、證
券
の
預
證
書
を
取
引
所
に

M

て
取
引
に
付
す
る
を
得

る 

の
#

點
を
规
定
し
、廣
く
保
險
會

tt

信
託
會
社
を
始
め
と
し
て
、一

.

般
の
所
有
者
を
勸
誘
し
、當
初 

五
十
四
褪
の
偾
券
苽
對
し
て
適
用
せ
ら
れ
た
る

.

が
、其

.

後
漸
次
種
類
を
增
加
し
た
：る
の
み
。な
ら 

少
、千
九
苗
十
六
年
八
月
に
は
第
一
一
回
の
證
券
動
員
計
盡

_

公
表
せ
ら
れ
、英
國
に
所
有
す
る
有
價 

證
券
に
し
て
、米
國
に
寶
却

せ

ら

机

#
ベ
き
も
の

は
、
其
米
國
の

' 

0
券
た

る
と
、巾
立
國
の
證
券
た 

る
2

灰
問
は
ず
、取
つ
て
以
て
磡
員
針
晝
を
適
用
す

^

ご
と
、
爲
ヶ
、ヤ
方

.

に：政
府
は
動

M

W

鸯 

の
進
涉
を
期
す
る
の
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'的
を
似
て
、大
藏
省
の
所
有
に
係
る
♦以
外
の
米
國
證
券
ょ

b

生
ず
る
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得
に
對
し
て
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.

一
磅
に

#

^

ニ
志
の
附
加
所
得

®

‘を
赋
讓
じ
、且
つ
此
所
得
に
は
鞞
法
に
規
定 

せ
る
免
除
控
除
の
.取
扱
を
爲
さ
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る
の
甚
だ
し
き
に
及
、
ベり

0

.

然
ら
ば
證
券
動
員
計

®

に
據
て

'

英
國
は
幾
何
の
對
米
债
權
を
回
收
す
る

^

得
た
る
や

o
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點
に
.

就
て
は
英
個
政

.

、府
.

は
事
'
.

件
米
汀
の
今

.|
:

!

、墟
に
.報
吿
を
發
表

潘
ざ
る
を
以
て
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成
其
詳
細 

を
知
悉
す
る
能
は
ず
、姑
く
他
の
方
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就
て
調

'

查
0

:

資
料
：を
求
め
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.
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可
か
ら
す
と
雖
も
、未 

K
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全
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V

可
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の
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犊
す
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を
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中
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米
國
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侧
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.
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ラ
ク
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ー
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|

リ

ー

氏
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全
攔
鐵
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#

«

に
：就
て
，债
：券
の
外
國
人
所
有 

高
を

前
後

三
圓

.に
瓦
り
て

1!
鸯
し
た
る
も
の
あ
：

打
。

而
&

て
此
調
査

に
據
る
に
、外

a
人
所
有 

鐵
道
侦
券
が

*

を
遂

ぅ
て
、减
.少
し
つ

>

あ
る
こ
と

.0
著
し
き
を
認
む
可
ぐ
、其
.一
斑
を
示
せ
ば 

左
の

如
し
:0
* 
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' 

_

1
A
I五
5

力
朱
观
在
：

_ 

二
、七
3
四
、四
0
ニ
、
三
六
四
弗

 

.

同

年

七

刀

米

現

衣

• 

ニ
、】

.三
三
、五1

0
、

ニ
ニ
九

1
九
ー
六
柰
七
ガ
宋
銎‘ 

一
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四
^

r
，

ハ.
l
A、3t
s
i
l 

.
,i

九一

五
年
--
*
月
と
1
九

，
一

六

牟

七

刀

と

の

叱

較

减

1

、
ニ
八
八
、
.七
七
三
、
八
：0

1

,

然

れ

I

も

.

.ロ

ー

リ
1

氏

の

訐

尊

は

鐵

遨

會

社

：の

偾
#

に
限
ら
れ
、他
に
.開
戦
前
英
國
資
本
家 

の
放
資
を
吸
收
し
た
る
<ロ
衆
國
鋼
鐡

#-
社
偾
：券
，市
偾
其
他
公
益
に
關
係
あ
る
#
社
の
偾
券
に 

及

if
ざ
る
の
み
な

‘ら

ず
、證
券
動
員
實
施
前
英
國
ダ
ヶ
米
國
に
賣
庚
さ
れ
た
る
證
券
を

0

0
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外
に
逸
し
た

b

o

玆
に
於
て
か
米
國
ナ
シ
ョ
ナ

.
外
、シ

チ

ー

銀

行

.は

其

調

査

月

報

九

月

幷

(:
十 

月
の
雨
號
に
於
て
、之
を
盯
迸
し
、英
國
の
.米
國
有
價
證
券
賣
却
高
の
：十
五
.億
乃
浑
十
六
億
弗
の 

调
に
居
る

t

と
を
连

.當

と

す
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6

段
を
.陳
述
し
た

ヶ
o

.

'

歐
洲
调
戦
爾
英
國
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の
米
'_國

に

於

け

る
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資

額

は

總

針
H

十
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I

偉

六

千

莴

弗

に

上

る

も

の

：と

稱

せ

ら
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れ
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:

此
；內

有

®

證

券

を

以

て

代

表
せ
ら
る

>

金
.

額
の
幾
何
な
る
や
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之
を

.

明
に
せ
中

4

難
.

も
、動
貧
針
.

#

め

下

，に
_

收
せ
^
れ 

た
る
證
券
は

■

全
體
の
放
資
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約
半
額
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し
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,

固
收
せ
名
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对
き
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少
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#

_

ら
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こ
と
を
知
る
：
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0

炉
&
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英
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今
.

後
如
何
：な
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栽
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に
於
て
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0

の
W

靈
に
敗
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す
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や
は
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換
，制
度
.

安
咨
0
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關
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と
し
て
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可

_

所
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卜
0

.
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對
米
债
權
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0

收
と
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俟
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つ

て
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國
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際
.

貸
措
；
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均

衡
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求

む

る

毕
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.と

し

て

依

賴

す
 

る
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外
|1
.

に
於
け
る
募
偾
に
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^
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戦
後
梟
迪
於
莖
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ま
で
米
國
セ
於
け
る
論
傭
借
入
金
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八
傖
，五
千
八
西
萬
滞

-0

多
^

.

u

及
び
ぼ
本
は
も
：國
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庫

偾

券

：j

«

圓
を
鮝
行
す
る
.
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莩
れ
.る
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^

酴
に
世
入
め
知
名
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所

.の

如

し,:
°

#

_
{!
於

け

.る

慕

偾

の

條

件

.が

遂

夹

英
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福
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剝
と
瀹
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率
五
分
方
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3E
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^
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^
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、潍
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:
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し
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擔
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す
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-
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.
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近
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な
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國
は
英
國
に
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金
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融
通
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こ
と
に
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依
て
；輸
出
趙 

過
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を

，
維

：
持
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し
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且

つ

‘輸
、出
品
‘興

造
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關

係

す

る
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^
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述
.

す
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吾
A
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國
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換
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度
'
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將
來
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'
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^

il
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•

何
«

■?
>
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.
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、 
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當
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と
す
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思
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將

來

に

：

於
け

^
'安
否
ほ

「

ス
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ス
ト

j
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論
#
: 
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く
、戦
爭
の
期
間

U

依
る
も
の
：

多
く
、轉

的
.

安
：全
を

pi

ふ
’

る
®'

不
可
.

^

る
は
論
：を

#

犮
‘

％
-

と
.

：雖
も
、

「

ス
-

.7
*

1

:

チ
“

ス、ト

j
®
:

如
、く：戦

#

の
：今
後 

1
.
:

年
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上
に
‘亘

る
'

©
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故
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を
以
.

て
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，̂

兌
換
制
：度

停

典

の

. &

む
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#

:

ぎ
令
に

V

至
；る
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Q

'

A

t
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ざ
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得
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進
.

に
依
て
、
«

易
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襻
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緩
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ー
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存
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方
に
、英

_
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:

於
て
條
件
に

H

し
て
讓
る
こ
と 

從
前
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の
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く
爲
ら
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國
に
於
け
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募
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亦
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極

限
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に
、達
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た
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^
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セ
：
可i

中
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に 

英
國
兌
換
制
度
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す
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(

英
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露
伊
&

箇
_

の
真
.

央
#

行
‘

僩
1
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於
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爯
貨
準
隨
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.

融
通
ォ
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•
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た
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令
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す
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九
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莩
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旬
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け
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銀
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紙
幣
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#

に
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，
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へ

.
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銀
行
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對
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英
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行
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す
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雄
備
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す
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の
計
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、此
事
た
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、兩
國
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i
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後
し
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制
度
を
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北 

し
た
る
偶
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効
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以
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.
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1

國
の
對
外
偾
務
决
濟
に
舞
：多
の
便
宜

.

を
與
•

へ‘

つ
S

あ
る
エ
と
.龙認
め
ざ 

る
苽
炉

i

す
、四
國
の

JE

資
支
拂
に
於
け
右

®

果
の
關
係
斯
©
如
ぐ
爲
る
以
上
は
、

*

®

伊
S

國 

の
中
央
銀
行
が
戰
前
に
於
て
、又
は
開
戦
後
に
兌
換
制
.度
を

停

止
ム
、必
少
し
も

E

额
の
正
貨
を 

有
ず
.る
を
要
せ
ざ
る
事
情
に

基

き
、興
國
の
爲

'

め
に
、兔
貨
の

十

部
を

_
.
讓

し
、飽
く
去

.で

.
ネ
典
圖 

の
兌
換
制
度
を
擁
す
る
貴
任
あ
る
は
、明
臼
の
艱
實
尨

'
る

.

と
共
.

！

T

之
を
以
て
四
國
余
融
上
に
於 

け
る
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害
の
一
致
點
と
せ
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可
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ら
す
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固
ょ

j

英
國
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對
米
債

權
；の
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收
に
依
り
外
國 

に
於
け
る
募
债
に
依
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將
ビ
又
聯
合
國
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於

W

る

釔
貨
の
融
通
に
依
て
#
時
に
於
け
る
國
際 

貨
借
の
不
均
衡
を
.匡
正
し
、以

V

焚
換
制
度
の
維
持
に
資
ず
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